












































































〒108‐0073　東京都港区三田3‐2‐21 ローランドミューズビル２Ｆ
受付時間 ： 月～金 9:00～17:30（土日祝は休み）　メール ： info@kensup.co.jp

（フリーダイヤルがつながらない場合は ☎03-6435-3306）
0120‐997‐362TEL：

「こど
ものリパミ

ンＰＳ」を以前ご購入くださったお客様へ

■行動分析学による４つの対応（図１）

★メリットを与える
　・ほめる
　・ご褒美をあたえる

★デメリットを取り除く
　・嫌いなものや苦手なものを取り除く
　・苦手な人と距離を置く等々

★メリットを取り除く
　・無視
　・タイムアウト

★デメリットを与える
　・叱る
　・注意する

※（４）正の罰はなるべく行わないよう工夫してください。

①正の強化（与えて正しい行動を増やす） ②負の罰（取り去って問題行動を減らす）

③負の強化（取り去って正しい行動を） ④正の罰（与えて問題行動を減らす）

子さんへの対応方法は、行動分析学で4つに分けて

考えることができます。今どの対応をしている

か、他にどのような対応があるかを考えることができる

優れた方法です（図参照）。

体的にいうと「①正の強化」「②負の罰」「③負の

強化」「④正の罰」です。「①正の強化」とは、メ

リットを「与える」こと。たとえば、ほめてご褒美を与

えて好ましい行動を増やす（強化する）ことです。「②

負の罰」は本人にとってのメリットを「取り去る」こ

と。「③負の強化」はデメリットを「取り去る」こと。

お子さんにとっての嫌な出来事や苦手な部分を取り去る

ことで好ましい行動を増やしていきます。「④正の罰」

はデメリットを「与える」こと。注意をする、叱るな

ど、積極的な罰のことです。「④正の罰」はなるべく行

わないようにしたいので、残りの3つを中心にして対応し

ていきます。

えば智弘くんが癇癪を起こして叩いてきたら、言葉

をなるべく発せずに黙ったまま外に出します。

これは「②負の罰」のタイムアウトです。「あ、叩いた

ね」くらいは構いません。お子さんが泣き叫んで抵抗する

場合でも、途中でやめず断行します。その場合、タイムア

ウトは5秒くらいで構いません。5秒タイムアウトをしたら

中に戻してあげてください。戻った時にもし、お子さんが

再び叩いたらまた外に出します。お母さんを叩かなければ

終わりです。2，3回も繰り返せば大抵叩かなくなります。

終われば中に入れて、何事もなかったように普通に接しま

しょう。

　説教はしません。注意や叱責は、お子さんにとってデ

メリットのように見えますが、実は「お母さんと話せる」

「相手をしてもらえる」「注目を得られる」など、本人に

とってのメリットとなる機能も持っています。この場

合、叱責や注意が「①正の強化」（＝メリット）として

機能し、叩くという行動を増やしてしまっている可能性

があります。「何度注意しても繰り返す……」という場

合は、逆効果になっている可能性が大きいです。

はいえ、この「②負の罰」ばかりをやっていると

お子さんが辛くなってくるので、残りの2つ「①

正の強化」と「③負の強化」をバランスよく取り入れて

いくことが重要になります。例えば、お子さんが素直に聞

き入れた時にしっかりとほめてあげる（＝

「①正の強化」）などです。

　また智弘くんはまだ発語が少なめで、

そのことも衝動的な行動に関係している

のかもしれません。

そこで、発語を増やす対応も合わせて行

いたいのですが、発語を増やすには、お子

さんが何かをしたいと自主的に行動しよう

とした時がチャンスです。

例えばですが、お子さんが冷蔵庫を開け

たいと近寄ってきた時、気を利かしてすぐに開けてはい

けません。いったん待って本人から「開けたい」「開け

て」などと言わせてから冷蔵庫を開けるようにします。

　言葉で伝えた後に「開けてもらえる」というメリッ

トが与えられている形になり、「①正の強化」になり

ます。つまり、「言葉で伝える」という行動が増える

よう促す対応になります。反対にお子さんが何もいわ

ずに自分で勝手に開けたり、親が進んで開けていては

「言葉で伝える」という行動は増えません。

蔵庫はあくまでも一例ですが、お子さんが何か

しようとする場面は日常のあらゆるところにあ

ると思います。お子さんが何かをしたがっていたら、

それは何かを促すチャンスだと捉えましょう。

　お子さんの好ましい行動を増やしたり、好ましくない

行動を減らしたりすることができ、成長の手助けになり

ます。

た、壊れたレコードのように指示を繰り返す「ブ

ロークンレコード」という方法があります。これ

は、指示を聞かないとお子さんの望みは叶えられない、と

いう体験になります。お子さんには大人が言ったことを

聞かないと、次に進めないという体験も必要です。この体

験の積み重ねは、お子さんがお母さんの話しを聞けるよ

うになることにも繋がっていきます。「ブロークンレコー

ド」は決して叱る必要はなく、ただひたすら指示を繰り返

すだけのものです。話しをそらされても無視してくださ

い。ただ時間と労力はかかります。お子さんも粘ってきま

すからね。

後に、加藤さまからのご相談内容への谷口先生か

らの回答をいくつかご紹介します。

偏食があるのですが、    

どうすればよいでしょうか？

偏食のお子さんにも家族全員同じメニューを並

べて下さい。食べなくてもいいから「目で食べる」

習慣をまず身に付けさせるのです。幼児期に始めれば、

学童期に入ってからの偏食の軽減度が違います。

目を合わせる事ができないのは、   

どうしてですか？

発達障害のお子さんは目が合う事が苦手な傾向が

あるので、安心感を与える見つめ方が大切です。目

の合わせ方はいろいろと工夫をした方が良いでしょう。

　目を合わせる事や相手の顔を見る行動を増やすポイ

ントは、行動を直接言葉で教えるというよりも、本人の

欲求が満たされない状況を作り、目を合わせるなどの行

動をすると、その欲求を満たせるという方法を取りま

す。例えばお子さんが「これ見て」と言ってきた時にわざ

と無視をします。見てほしいのに、見てもらえないとい

う欲求不満状態をあえて作り、お母さんの顔を見るまで

じっと待ち、お子さんが顔を見た瞬間に初めて反応し

て、お子さんの欲求を満たしてあげる方法です。「顔を

見る」→「見てほしいものを見てもらえる（メリット）」と

なり、「①正の強化」の対応で相手の顔を見るという行動

の頻度を高めることができます。

おとなしく座って食事ができなくて  

困っています。

時には暗示のような声かけも大切になります。椅

子に座って食べるためのほめ方は少々姿勢が悪

くても、「座っているね」と声を掛けます。「座っているね、

食べているね、偉いね、座って食べているね」と。その後に

スペシャルなおやつなどが出ればなお良いでしょう。

癇癪を起こすことがよくあります。

癇癪を起した時は、言って聞かせるのは基本的

にNGです（＝「④正の罰」）。言葉が多くなるとお

子さんは説教をされたと捉えてしまうので、言葉よりも

態度や行動で示すことを心がけます。泣き叫んでも無視

を続けます（＝「②負の罰」）。ただし泣き止んだらしっか

りと話しかける。話しかけられるのはお子さんにとって

何よりのご褒美になりますから。「泣き止む」→「話しか

けてもらえる（メリット）」と言う流れにすることで、「泣

き止む」行動を増やしていきます（＝「①正の強化」）。

★編集後記★谷口先生のお宅訪問アドバイス第1回のレ

ポートはいかがでしたでしょうか？

ひとつだけでも皆さんのお役に立つアドバイスがあっ

たら嬉しいです。

㈱健康サプリ研究所　千葉

自分の意に沿わないと癇癪や拒否行動を起こす

お子さんの問題行動にお悩みの加藤さま。

谷口先生が加藤さまのご自宅に伺い、

実際に智弘くん（仮名）4歳 男子とふれあいながら行動観察し、

その後お母様にアドバイスをしました。
加藤さまのご自宅にて

第1回

加藤さま

東京都

（仮名）
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レポート

お子様とのかかわり方についての役立つ情報です。ぜひごらん下さい

雨などに濡れた場合は、よく乾してから、ゆっくりとはがして下さい。

谷
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発達障害ではないのに、
繰り返される問題行動

んにちは」と谷口先生が訪れると、長男の誠く

ん（仮名）は、２人の妹さんと一緒に先生に積

極的に話しかけたり、おもちゃを使って遊び始めたりし

ました。初めて会う大人とも愛想よく触れ合う誠くん。

ですが堀内さまによると、学校では女性の担任の先生に

対して頻繁に「ぶっ殺す」「クソババア」といった攻撃

的な言葉を投げかけたり、人をバカにするなど問題行動

が後を絶たないそうです。

　暴言については校長先生や担任の先生の前で、「もう

言わない」と約束したにもかかわらず、止む気配があり

ません。ほかの児童の保護者からも「あの子は大丈夫な

のか」と不安がられ、堀内さまは参観日の折などに「子

供に加配はつけないのか」「特別支援学級は考えないの

か」「誠くんのせいで子供が学校に行きたくないと言っ

ている」などと言われている、とのことです。

能検査も受けましたが、誠くんの結果は「異常な

し」で発達障害とも認められていません。ただ検

査結果から、頭の中で情報を記憶しながら処理する

「ワーキングメモリー」の項目が苦手であることが判明

しています。

ーキングメモリーが弱いと、記憶を活性化させ

た状態で留めるのが苦手な分、すぐ行動に移す

習慣がついて衝動性が高くなりがち」と谷口先生。実際

に誠くんは、活発に行動したり言葉がすぐに出るなど、

言動の中で反応の速さが際立っています。

校の授業でも、先生が丁寧にじっくりと説明して

いるのを聞くのがこらえられない様子。学習内容

自体は理解していて、テストでも比較的高い点数を獲得

しているのですが、授業では「面倒くさい」と言って

ノートを取らないこともしばしば。

問題行動を叱っても減らないのは？

庭や学童保育では特に攻撃的な行動は見られない

という誠くんの特徴を踏まえ、谷口先生は「ま

ず、担任の先生が誠くんへの接し方を変えなければダ

メ。暴言を減らすには、暴言が出てきた時に反応しない

こと！」と説明。

口先生によると、誠くんのケースの場合、暴言を

吐いた際に先生が叱るなど反応してしまうと、そ

れが本人にとって「先生や周囲の友達から注目を浴びる」

というメリットとして働き、逆効果になっているという

のです。

　そこで、叱っても行動が減らない場合は、学校現場で

ほかの対策を講じる必要性が出てきます。

えば誠くんの問題行動に対して先生をはじめ周囲

が反応せずに無視するとか、教室の外に出すとい

う対応方法なども効果的なやり方として挙げられます。

ただ、学校現場でそのよう

な対応をとることは、あま

り現実的でないので、より

実行に移しやすい方法が求

められます。

今回は、小学１年生の長男がいらっしゃる

広島県内の堀内さま宅を訪問。

堀内さまから寄せられていた相談内容は

「学校で長男がしょっちゅう担任の先生に向かって暴言を吐いたり、

友達に手や足を出すなど、問題行動を起こしている」ということです。
堀内さまのご自宅にて

第2回

堀内さま

広島県

（仮名）

メリットができると変化する！？

回特に谷口先生が提案したのは、「問題行動のな

い時間帯を増やす」ことを軸とした対策です。

体的な方法としては、学校の授業の時間割に合わ

せて表を作り、暴言のなかった時間があるかどう

かを、親が先生から聞き取ります。そして暴言のなかっ

た時間があれば、表の中のその時間の欄に保護者がシー

ルを貼り、子供に対して「頑張って集中したんだね」と

褒めたり、「シールを10個貼れたら、お母さんと一緒に

映画を観に行こうね」などと話したりして、本人にとっ

て特別感のあるご褒美をあてがいます。(下記の表参照)

切なのは、この対応を取り入れることで、お子さ

んが自主的に、問題行動を起こさないように努め

る時間が増えていくかどうかをしっかり確認することで

す。そのため、暴言などの頻度をチェックする調査が欠

かせません。

調査の方法やメリットの決め方は、 
ケースバイケースで

査にあたって肝心なのは、暴言について親がお子

さんに直接問い詰めるなど、家庭で話題に挙げな

いことです。「子供が親から責められている感じにな

り、話したくなくなってしまうから」と谷口先生。

して、もしも取り組みを始める時点で毎時間暴言が

出ているなら、チェック時間の長さを短くしたり、

ご褒美の内容を変える必要が生じます。例えば問題行動が

あるかどうかを15分ごとに区切ってチェックしてみたり、

ご褒美もお子さんの欲しがるお菓子を買うといった、もう

少し軽い内容にしたりするのが良いでしょう。

のようにお子さんの状態や学校の態勢、家庭の状

況など、それぞれのケースに応じて問題行動の調

べ方やご褒美などメリットの提示方法は、かなり違いが

生じる可能性があります。ちなみにご褒美については、

日頃お子さんが嫌がっていることを減免するというやり

方でも可能だそうです。

子供の長所に目を向けて

内さまによると、本来の誠くんは「明るくて、お

ふざけの好きな子」。保育所の時には発表会の楽

器練習を保育士の先生と一緒に続けてやり遂げたり、苦

手な逆上がりを練習してできるようになったりと、頑

張って目標を達成する姿をしばしば見せてきていたとの

こと。

して現在も、家庭や学童保育の現場では、それほ

ど問題行動は出ていません。谷口先生は、小学校

で誠くんの長所が注目される機会が極端に少なくなって

いる可能性を指摘。実際に、トラブルがあった時に先生

に自分の言い分を聞いてもらえなかったり、不本意な扱

いを受けることがあったりすると、誠くん自身が堀内さ

まに訴えたこともあるそうです。「衝動性の高いタイプ

の子には、まっすぐな性格の子が多い。褒められたり注

目されることがあれば喜ぶと思う。誠くんの長所が注目

されるようになれば」と、谷口先生。

方で、「暴力があった際には毅然とした対応を。

友達などに暴力をふるった時には家ではテレビを

観られないようにするとか、はっきりとしたデメリット

を作ってもいい」との考えも示しました。暴力を起こし

た場合の罰などは、お子さんが小学生ぐらいになった

ら、必ず本人と話し合った上で事前にルール化し、予め

約束しておくことが大切だそうです。

★編集後記★「叱る」という一見いやな事も子供にとっ

ては「メリット｣となることもあるのですね。叱っても変

らないときは無視をすると良いと言うことは、個人的に

は新しい発見でした。

同様の状況にあるご家庭でもぜひ試してみてください。

㈱健康サプリ研究所　千葉
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■表

暴言がなかった時間にシールを貼る

1時間目

月 火 水 木 金

2時間目

3時間目

4時間目

5時間目

＜ご対象者＞

発達障害およびA
DHD

傾向のある幼児・
小学

生をお持ちのご家族
さま

で、お子さんの教育
や生

活で悩んでおられ、
対応

の実践方法を真剣に
学び

たいとお考えの方。

第1回  谷口先生の
無料WEBセミナー

のお知らせ

スマホやパソコンを使って、
ご自宅でご覧いただけます！

どなたにもご参加いただけるWEBセミナーを開催します

2020年7月23日（木曜・祝日）日時 10時～（終了予定時間11時）

いままで何度か谷口祐司先生のセミナーを開催し大変好評をいただいております。
このたびは、皆様の安全に配慮をいたし「Zoom」を使用したWEBセミナーに変更することにいたしました。
大変申し訳ございませんが、回線の都合でご参加いただく人数を500名様までとさせていただきます。
お申込が多数の場合は、当日ご参加いただけない可能性がございますことをご了承ください。
皆様とご家族さまの幸せのために企画したこのセミナーにぜひご参加いただけますよう、心からお待ちして
おります。

谷口 祐司 先生
己斐みどり幼稚園 専務理事
発達障害研究家　                 
特別支援コーディネーター

学生時代に発達障害というものが、自分自身に重なると気づき、本格的に研究を始める。発達障害
を抱える子どもとその家族を対象とした泊り込みの実践指導の企画運営に 10 年間携わり、指導法の
基礎を学ぶ。
保育士、幼稚園教諭として働く傍ら臨床研究を続け、現在は幼稚園で専務理事兼特別支援コーディ
ネーターとして勤務しながら、個人的に不登校、引きこもりなどの子ども達に対するケア活動を積極
的に行っている。

先生紹介

現在、メールマガジンをお受け取りでない方は、7月20日（月曜）13：00までにメールにて info@kensup.co.jp へタイトル欄に
「メールマジン登録希望」とご記入いただき、本文にご登録希望の メールアドレス と お名前 を記載して送信をしてください。
本文欄にご記入が無い場合には、ご送信いただいたメールのアドレスを登録いたします。

参加ご希望の方は、7月20日（月曜）21時に配信予定のメールマガジンをご覧ください。配信
されたメールに記載のページからお申し込みいただけますので、メールを受け取れるように
設定をお願いいたします。

★当日ご覧いただけない場合は、後日アーカイブを作る予定ですので、そちらをご利用下さい。
　アーカイブの準備が出来次第、メールマガジンでお知らせいたします。



新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、東京オリンピック・

パラリンピックが 2021 年に延期されました。

先の見えない厳しい状況が続く中、今だからこそパラリンピックの

価値をあらためて認識し、困難に立ち向かいながら前に進んでいます。

『パラリンピック夢応援隊』はそのパラリンピックへの出場という

夢の実現に向けて日々練習に励むアスリート達を応援するために設立

されました。

所属するアスリート達は、当会の設立以前から各陸上競技大会に出

場し、賞の受賞などの実績を修める優秀な選手です。

当会は今後もアスリート達の活躍を願い地域の皆様と共に応援し続

けます。

皆様の温かいご支援を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

DREAM A.T. 代表 坂本 渉

2013年。それは私の記憶に強く残る1年となり

ました。

野球から陸上競技に転向したばかりのその年に、

私は国体の選手に選ばれました。2020年のオリン

ピック・パラリンピック競技大会の開催地が東京に

決定したのも、ちょうどこの年です。それを機に私

はパラリンピック出場を目標に据え、陸上競技のや

り投げ・砲丸投げに専念することを決意しました。

昼間の勤務を終え、練習に向かう日々は時と

して苦しいこともありましたが、初めて臨んだ

2017 年ワールドパラ陸上グランプリ北京大会で

は、それまでの努力が実を結び、どちらの種目で

も優勝！ 1つの大会で 2つの金メダルを獲得する

ことができました。

最近ではパラスポーツも以前よりずいぶん注目さ

れるようになりました。陸上競技においては、トラッ

ク種目だけでなく、もっとフィールド種目にも皆様

に関心をもって欲しいという想いがあります。今よ

り選手育成の環境が整えば、日本の選手がメダルを

狙える可能性はどんどん広がります。後進の発掘・

養成だけでなく、これからの日本のパラスポーツの

普及のためにもまずは2020東京パラリンピックへ

の出場を果たし、そして金メダルを獲得することは、

パラスポーツ界の悲願でもあります。しかしながら、

これらの大変大きな目標も、私にとっては通過点の

ひとつに過ぎないのです。

私の真の目標は、後進の目標となり、障がいの有

無にかかわらず後進の選手を育成し、誰もが一緒に

パラスポーツを楽しめる社会を実現することです。

その夢の実現に向かって、私はパラリンピック

出場を果たすべく練習やトレーニングの時間を確

保するのはもちろんのこと、仕事中や日常生活全

般において、24時間いつでもトレーニング可能な

環境に身を置いています。

皆様と共にパラスポーツでさわやかな汗を流す

日を夢見て、これからも私は進み続けます。

ご挨拶 選手、坂本渉。

DREAM.A.T. では、パラスポーツの振興及びパラアスリートのサポートにご理解とご支援をいただける

法人・団体・個人の皆様を幅広く募集いたしております。

金銭面のみならず、ボランティアスタッフとしてご協力いただける方も大歓迎です。

皆様の温かいご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

【 競技生活に必要な実際の費用／ 1年・1人あたり 】※内容は各選手によって異なります。

【 私達が必要としているボランティア等 】
◇練習時のお手伝いボランティア（荷物運び、セッティング、槍拾い、距離測定、フォーム撮影等）
◇練習場所の提供（槍投げ等が可能な広い場所／グラウンド・広場・ゴルフ練習場・空き地・駐車場等）
◇広報宣伝スタッフ（パソコンでの作業等）

ご不明の点はお気軽におたずねください。

コーチング費

メンタルトレーニング費
360,000円

360,000円

564,000円

海外 600,000円（ドバイ・北京）
国内 200,000円（東京他）

120,000円

80,000円

トレーニング費

遠征費

コンディショニング費

シューズ費

ご支援のかたち
名 称：DREAM A.T.

所属選手： 坂本　渉（DREAM A.T. 代　表）    

秋山正輝（DREAM A.T. 副代表）    

有熊宏典（DREAM A.T. 理　事）

住 所： 〒 546-0014       

大阪市東住吉区鷹合 3-2-4-601    

パラ陸上夢応援隊事務局内

電 話：06-6615-9592

携帯電話：080-1453-0999

F A X：06-6615-9592

メ ー ル：watlindberg@yahoo.co.jp

チーム概要
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坂本 渉
SAKAMOTO. Wataru
DREAM A.T. 代表

秋山 正輝
AKIYAMA. Masaki
DREAM A.T. 副代表

生 年 月 日　1975 年 4月 28日
出 身　大阪府 松原市
経歴 （職歴）　 東洋紡システムクリエート勤務 

NPO法人アダプテッドスポーツ  
サポートセンター 理事

障害クラス　F34
障 害 名　体幹機能障害 (左片麻痺）

生 年 月 日　1965 年 9月 27日
出 身　大阪府 堺市
障害クラス　T37/F37
障 害 名　左片麻痺

2017年

2018年 

2019年 

2017年

2018年 

2019年 

［国内大会］
大分パラ陸上2017 砲丸投げ・2位/やり投げ・2位
第28回日本選手権 砲丸投げ・2位/やり投げ・2位
第22回関東パラ陸上 砲丸投げ・2位/やり投げ・2位
ジャパンパラ陸上 砲丸投げ・2位/やり投げ・2位
［国際大会］
ワールドパラグランプリ 砲丸投げ・1位/やり投げ・1位
関東パラ陸上 砲丸投げ･1位/やり投げ･1位
ジャパンパラ陸上 砲丸投げ･3位（大会新）/やり投げ･3位
日本パラ陸上 砲丸投げ･2位/やり投げ･2位
ワールドパラグランプリ陸上（中国 北京）　砲丸投げ・5位/やり投げ・5位/円盤投げ・5位
日本パラ陸上（大阪長居）　砲丸投げ・2位/やり投げ・2位
関東パラ陸上（東京町田）　砲丸投げ・2位/やり投げ・1位
ジャパンパラ陸上（岐阜市）　砲丸投げ・2位/やり投げ・1位

［国内大会］
大分パラ陸上2017 円盤投げ・1位 第28回日本選手権 円盤投げ・2位
第22回関東パラ陸上 円盤投げ・2位 2017ジャパンパラ陸上 円盤投げ・2位
［国際大会］
世界パラ陸上 やり投げ・6位
関東パラ陸上 砲丸投げ･1位 ジャパンパラ陸上 砲丸投げ･3位（大会新）
［国際大会］
ワールドパラグランプリ（フランス･パリ）
円盤投げ･10位/やり投げ･3位 銅メダル
ワールドパラグランプリ陸上（中国 北京）　円盤投げ・6位/砲丸投げ・6位/やり投げ・3位
日本パラ陸上（大阪長居）　円盤投げ・2位/砲丸投げ・5位/やり投げ・1位
関東パラ陸上（東京町田）　円盤投げ・2位/砲丸投げ・3位/やり投げ・1位
ジャパンパラ陸上（岐阜市）　円盤投げ・3位/砲丸投げ・5位/やり投げ・1位

実績 実績









ドクトル・ルチャの１９○○ぼやき旅

純金ベルト御開帳！
ドクトル・ルチャ＝文
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18
日
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・
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テ
ル
東
急

で
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元
子
さ
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お
別
れ
会
』
に
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席
し
た
。
坂
口
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ん
、
天
龍
さ
ん
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鹿
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、
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ブ
キ
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、
百
田
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、
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橋
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、
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、
川
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さ

ん
、
秋
山
選
手
…
そ
の
他
大
勢
の
選
手
、

Ｏ
Ｂ
、
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が
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し
て
の
盛
大
な
会

だ
っ
た
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発
起
人
は
元
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ん
の
姪
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あ

た
る
緒
方
里
咲
子
さ
ん
の
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ー
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
『
馬
場
さ
ん
＆
元
子
さ

ん
〝
永
遠
な
る
再
会
〞』
と
あ
っ
て
、
し

ん
み
り
し
た
会
と
い
う
よ
り
も
、
明
る
い

会
に
な
っ
た
。

元
子
さ
ん
が
生
前
、
馬
場
さ
ん
の
法
事

に
何
度
も
こ
う
し
た
集
ま
り
を
開
い
た
。

そ
う
い
う
時
は
元
子
さ
ん
の
好
み
で
出
席

者
の
人
選
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
は

ノ
ー
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イ
ド
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
今

ま
で
の
よ
う
な
馬
場
さ
ん
中
心
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
で
は
な
く
、
元
子
さ
ん
自
身
や
馬
場

さ
ん
と
の
生
活
感
に
溢
れ
た
セ
ン
ス
の
良
い

展
示
が
目
を
引
い
た
。

献
花
は
元
子
さ
ん
の
好
き
な
ひ
ま
わ
り
。

宴
会
場
ま
で
の
数
十
メ
ー
ト
ル
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
ハ
ワ
イ
の
熱
帯
林
に
な
っ
て
い
て
、
ジ

グ
ザ
グ
の
小
径
の
中
に
ア
ル
バ
ム
や
愛
用
の

バ
ッ
グ
、
夫
婦
箸
、
馬
場
さ
ん
と
元
子
さ

ん
が
交
わ
し
た
エ
ア
メ
ー
ル
、
仲
睦
ま
じ
い

写
真
、
そ
の
他
、
夫
婦
の
生
活
用
品
が
い

ろ
い
ろ
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
熱
帯
林

は
宴
会
場
の
背
景
と
な
り
、
宴
が
進
行
す

る
に
連
れ
て
朝
焼
け
か
ら
夕
焼
け
に
な
っ
て

い
く
演
出
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
は
ダ
イ
ニ

ン
グ
が
置
か
れ
て
、
２
人
の
好
物
の
パ
ン
や

お
に
ぎ
り
、
ワ
イ
ン
に
ビ
ー
ル
が
並
べ
ら
れ
、

端
に
そ
っ
と
葉
巻
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の

周
辺
に
は
馬
場
さ
ん
が
描
い
た
ハ
ワ
イ
の
海

の
油
絵
が
数
点
、
16
文
の
リ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

も
さ
り
げ
な
く
置
か
れ
て
い
る
。
試
合
道

具
は
こ
れ
だ
け
…
。

そ
し
て
何
よ
り
も
私
の
目
を
引
い
た
の

が
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
選
手
権
の
ゴ
ー
ル
ド

ベ
ル
ト
だ
。「
き
っ
と
今
日
は
出
る
だ
ろ

う
」
と
期
待
し
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
展

示
さ
れ
て
い
て
、
テ
ン
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
！

　

２
０
０
人
近
く
の
列
席
者
の
中
で
も
、
こ

の
ベ
ル
ト
に
異
常
反
応
し
て
駆
け
寄
っ
た
の

は
私
と
ゴ
ン
グ
の
戦
友
・
小
佐
野
景
浩
氏

だ
け
だ
っ
た
。
ベ
ル
ト
は
16
文
シ
ュ
ー
ズ
と

違
っ
て
、
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
に
覆
わ
れ
て
い
て

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
何
の
注

釈
も
書
か
れ
て
い
な
い
（
そ
れ
が
い
い
。
で

も
こ
れ
を
見
抜
け
な
け
れ
ば
プ
ロ
失
格
だ

よ
）。
そ
う
、
こ
れ
こ
そ
が
「
本
物
」
の

Ｐ
Ｗ
Ｆ
ヘ
ビ
ー
級
黄
金
ベ
ル
ト
だ
か
ら
で
あ

る
。
馬
場
さ
ん
の
七
回
忌
の
時
、
後
楽
園

ホ
ー
ル
の
１
階
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
た
っ
た

１
度
展
示
さ
れ
た
。
あ
れ
以
来
、
実
に
13

年
ぶ
り
の
御
開
帳
だ
。

１
９
９
８
年
に
『
検
証

　チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
の
謎
』
と
い
う
増
刊
号
を
作
っ

た
時
、
裏
が
分
か
っ
て
い
て
も
、
本
当
の

こ
と
が
書
け
な
い
点
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
が
こ
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
の
真
実

だ
。
馬
場
さ
ん
は
全
日
本
を
旗
揚
げ
す

る
72
年
10
月
に
力
道
山
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ベ
ル
ト
を
翌
73
年
２
月
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
獲

得
時
か
ら
巻
い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
の
精
巧
な
コ
ピ
ー
だ

が
、
馬
場
さ
ん
の
腰
に
は
小
さ
く
、
き
つ

め
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
「
力
道
山

ベ
ル
ト
」
に
は
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｓ 

Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｖ
Ｙ 

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」
と
い
う
刻
印
が
あ
っ
た
（
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

＝
Ｗ
Ｗ
Ａ
と
し
て
ロ
ス
で
使
用
さ
れ
た
か

ら
）。
全
日
本
を
旗
揚
げ
し
た
馬
場
さ
ん

は
73
年
２
月
に
渡
米
し
て
セ
ン
ト
ル
イ
ス

で
Ｎ
Ｗ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
入
り
が
認
め

ら
れ
る
。
Ｎ
Ｗ
Ａ
に
加
盟
し
た
限
り
、
自

前
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
王

座
か
ら
「
世
界
」
の
名
称
を
外
さ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
馬
場
さ
ん
は
新

た
な
ベ
ル
ト
を
作
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
の
だ
。

馬
場
さ
ん
は
こ
の
「
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
」

≒「
力
道
山
ベ
ル
ト
」に
憧
れ
て
い
た
た
め
、

デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
て
自
分
サ
イ
ズ
の
新

ベ
ル
ト
作
成
に
動
く
。
全
日
本
の
権
威
の

象
徴
に
す
る
た
め
に
よ
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ

が
求
め
ら
れ
、
純
金
を
多
用
し
た
ゴ
ー
ル

ド
ベ
ル
ト
を
作
る
指
示
を
出
す
。
日
本
で

の
金
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
た
た
め
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
金
を
運
ば
せ
た
の
で
あ
る
。

「
馬
場
さ
ん
は
顔
見
知
り
の
記
者
た
ち
に

出
張
先
の
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
金
を
運
ぶ
よ

う
に
依
頼
し
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
亡

く
な
っ
た
竹
内
宏
介
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い

た
。
故
菊
池
孝
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
「
俺

も
香
港
か
ら
持
っ
て
き
た
し
、
他
に
も
何

人
か
で
持
ち
込
ん
だ
」
と
こ
っ
そ
り
私
に

教
え
て
く
れ
た
。

今
回
、
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
ベ
ル
ト

の
側
に
座
っ
て
い
た
カ
ブ
キ
さ
ん
も
同
様

の
発
言
を
し
て
い
た
。「
馬
場
さ
ん
は
台

湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
た
人

に
頼
ん
で
い
た
よ
。
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

ね
。
俺
も
い
ろ
ん
な
所
に
金
を
隠
し
て
日

本
に
帰
っ
て
き
た
も
ん
（
笑
）。
そ
れ
を

溶
か
し
て
そ
の
ベ
ル
ト
に
し
た
の
よ
」。
73

年
４
月
に
は
轡
田
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

遠
征
し
、
高
千
穂
も
同
年
10
月
に
轡
田

と
豪
州
遠
征
し
て
い
る
。
直
行
便
が
な
い

た
め
、
カ
ン
タ
ス
航
空
は
行
き
帰
り
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
に
立
ち
寄
っ
た
よ
う

で
、
こ
の
時
に
〝
運
ん
だ
〞
ら
し
い
。

そ
し
て
突
貫
作
業
で
完
成
し
た
の
が
こ

の
黄
金
ベ
ル
ト
だ
っ
た
。
急
が
せ
た
の
に

は
訳
が
あ
っ
た
。
馬
場
さ
ん
が
12
月
14
日
、

日
大
講
堂
の
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
エ
リ
ッ

ク
と
の
９
度
目
の
防
衛
戦
ま
で
力
道
山
ベ

ル
ト
を
使
っ
た
の
は
翌
日
が
命
日
だ
っ
た

か
ら
で
、
そ
の
日
か
ら
「
世
界
」
の
名
称

を
外
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

年
明
け
に
Ｎ
Ｗ
Ａ
の
サ
ム
・
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会

長
と
世
界
王
者
を
日
本
に
招
聘
す
る
プ
ラ

ン
が
決
定
し
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
こ
の
純
金
ベ
ル
ト
は
明
け
て
74

年
の
１
月
23
日
、
長
崎
国
際
体
育
館
で
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
リ
ス
コ
と
の
ダ
ブ
ル
・
タ
イ

ト
ル
マ
ッ
チ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
（
引
き
分

け
ド
ロ
ー
）。
そ
こ
で
ま
る
で
Ｎ
Ｗ
Ａ
本
部

か
ら
の
特
別
贈
呈
品
の
よ
う
に
マ
ソ
ニ
ッ

ク
会
長
か
ら
新
し
い
ベ
ル
ト
を
受
け
取
る
。

こ
こ
に
馬
場
さ
ん
は
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
。上

（
Ｎ
Ｗ
Ａ
）
か
ら
の
「
お
墨
付
き
」
や
「
権

威
」
を
必
要
と
す
る
時
代
だ
っ
た
。

こ
の
新
ベ
ル
ト
は
27
日
、
大
阪
市
東
淀

川
体
育
館
で
の
ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
と
の

11
度
目
の
防
衛
戦
、
29
日
の
郡
山
市
総

合
体
育
館
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
田
中
と

の
12
度
目
の
防
衛
戦
、
さ
ら
に
30
日
の

日
大
講
堂
で
の
ブ
リ
ス
コ
と
の
再
戦
ま
で

使
用
さ
れ
た
。
レ
イ
ス
モ
デ
ル
初
登
場
の

シ
リ
ー
ズ
で
、
マ
ソ
ニ
ッ
ク
さ
ん
は
本
部

席
で
新
品
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
と
見
比
べ
た

は
ず
だ
。
先
の
「
レ
イ
ス
モ
デ
ル
の
検
証
」

で
は
帰
国
後
に
ブ
リ
ス
コ
が
赤
の
ベ
ル
ベ
ッ

ト
か
ら
黒
革
へ
張
り
替
え
さ
せ
た
と
書
い

た
が
、
こ
の
ベ
ル
ト
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
革

を
見
た
ら
マ
ソ
ニ
ッ
ク
会
長
だ
っ
て
「
我
々

も
…
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
日
大
講
堂
が
純
金
Ｐ
Ｗ

Ｆ
ベ
ル
ト
使
用
の
最
後
の
試
合
と
な
っ
た
。

馬
場
さ
ん
は
「
大
枚
を
は
た
い
て
作
っ
た

は
い
い
け
ど
、
物
騒
す
ぎ
て
、
こ
れ
か
ら

先
、
地
方
や
海
外
に
持
ち
ま
わ
る
の
に
は

危
険
す
ぎ
る
」
と
封
印
し
、
自
宅
保
管

と
な
っ
た
の
だ
。
使
用
期
間
は
僅
か
１
週

間
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
し
て
こ
の
ベ
ル

ト
に
相
当
高
額
な
費
用
が
投
じ
ら
れ
て
作

ら
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
純
度
も
高

か
っ
た
は
ず
。
そ
し
て
こ
の
ベ
ル
ト
は
マ
ソ

ニ
ッ
ク
会
長
や
Ｎ
Ｗ
Ａ
世
界
王
者
に
「
黄

金
の
団
体

　オ
ー
ル
ジ
パ
ン
グ
」
を
披
露

す
る
た
め
の
最
大
級
の
見
栄
だ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
翌
年
の
Ｎ
Ｗ

Ａ
世
界
奪
取
に
繋
が
っ
た
の
で
は
、
と
推

察
す
る（
も
し
か
し
た
ら
75
年
12
月
５
日
、

両
国
日
大
講
堂
の
試
合
前
の
馬
場
さ
ん
の

Ｎ
Ｗ
Ａ
＆
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
撮
影
時
は
こ
の

純
金
ベ
ル
ト
か
も
し
れ
な
い
…
）。

74
年
３
月
15
日
、
仙
台
で
の
ジ
ン
・
キ

ニ
ス
キ
ー
と
の
防
衛
戦
か
ら
、
そ
っ
く
り

の
レ
プ
リ
カ
…
２
本
目
の
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト

が
登
場
し
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う

に
使
わ
れ
出
し
た
。
こ
の
「
影
武
者
ベ
ル

ト
」
は
キ
ラ
ー
・
ト
ー
ア
・
カ
マ
タ
、
ビ

ル
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ア
ブ
ド
ー
ラ
・
ザ
・

ブ
ッ
チ
ャ
ー
、
ハ
ー
リ
ー
・
レ
イ
ス
、
ス

タ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
、
長
州
力
、
天
龍
源
一

郎
ら
が
巻
く
こ
と
で
、
次
第
に
〝
本
物
〞

に
な
っ
て
行
く
。
そ
し
て
平
成
元
年
に
三

冠
の
１
本
と
な
っ
た
頃
に
中
央
台
座
の

金
メ
ッ
キ
は
す
っ
か
り
剥
げ
落
ち
て
い
た
。

２
０
１
３
年
10
月
に
馬
場
家
に
返
還
さ
れ

る
ま
で
、
こ
の
レ
プ
リ
カ
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
は

〝
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
〞
39
年
間

使
わ
れ
続
け
た
。
こ
ん
な
長
寿
ベ
ル
ト
は

世
界
的
に
珍
し
い
だ
ろ
う
（
最
古
の
ア
ジ

ア
・
タ
ッ
グ
は
途
切
れ
て
い
る
）。

さ
て
、
純
金
Ｐ
Ｗ
Ｆ
ベ
ル
ト
を
改
め
て

見
て
み
よ
う
。
鎖
こ
そ
何
箇
所
か
切
れ
て

い
る
が
、
中
央
の
２
つ
重
な
っ
た
地
球
の

立
体
感
、
研
磨
さ
れ
た
大
陸
の
質
感
が
目

を
引
く
、
何
よ
り
も
金
の
細
工
は
ま
る
で

昨
日
彫
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど

生
々
し
い
。
私
に
は
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類

学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ス
テ
カ

等
の
金
製
品
と
同
じ
色
合
い
、
同
じ
輝
き

に
映
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
数
試
合
し
か
使

わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
ベ
ル
ト
の
革
自
体
に

汚
れ
や
損
傷
、
湿
気
に
よ
る
縮
み
が
全
く

な
い
。

力
道
山
ベ
ル
ト
も
テ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
精

巧
な
コ
ピ
ー
だ
が
、
細
部
を
見
る
と
、
こ

ち
ら
も
元
祖
や
中
興
の
ベ
ル
ト
に
負
け
な

い
レ
ベ
ル
の
高
い
工
芸
技
術
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
日
本
の
細
工
職
人
の
技
巧
は

実
に
素
晴
ら
し
い
。
正
直
、
Ｐ
Ｗ
Ｆ
は
個

人
的
に
思
い
入
れ
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
で
も
、

好
き
な
ベ
ル
ト
で
は
な
か
っ
た
が
、
観
察

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
美
し
い
！
」
と
思
っ

た
。
次
に
ま
た
会
え
る
こ
と
は
あ
る
の
か

な
あ
…
。「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
博
物
館
」

を
作
っ
て
ほ
し
い
。「
昭
和
Ｂ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
な
ら
、
も
っ
と
嬉
し
い
。

012013

※元子さんのお別れ会に選手、ＯＢ、関係者が勢ぞろい。とても明るい会になる。

※馬場家門外不出の秘宝ＰＷＦヘビー級の黄金ベルトが13 年ぶりに展示された。

※ 74 年１月、ＮＷＡマソニック会長から馬場に黄金ベルトが手渡された。

「
滝
川
第
二

　キ
ャ
プ
テ
ン

　中
西
」

こ
の
ワ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
、
頭
か

ら
「
大
迫
、半
端
な
い
っ
て
」
と
い
う
言
葉
と
、「
中

西
隆
裕
」
と
い
う
人
名
が
ず
ら
〜
っ
と
出
て
く
る
。

「
い
や
い
や
、
も
う
凄
い
で
す
よ
。（
中
西
）
隆

裕
さ
ん
が
出
て
く
れ
た
ら
、
そ
っ
ち
に
殺
到
す
る

と
思
う
の
で
す
が
、
取
材
を
嫌
が
っ
て
い
る
こ
と

は
聞
い
て
ま
す
の
で
。
僕
は
…
…
『
中
西
違
い
』

が
良
い
方
に
転
が
っ
て
い
る
か
、悪
い
方
に
転
が
っ

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
凄
く
光
栄
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

こ
う
笑
顔
で
語
る
の
は
、
Ｊ
３
カ
テ
ゴ
リ
の
Ｙ
．

Ｓ
．
Ｃ
．
Ｃ
．
横
浜
で
プ
レ
ー
す
る
Ｄ
Ｆ
の
中
西

規
真
だ
。

実
は
彼
も
冒
頭
の
３
つ
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に

相
当
す
る
人
物
な
の
だ
。
彼
は
滝
川
第
二
の
２
年

生
ボ
ラ
ン
チ
と
し
て
、「
あ
の
試
合
」
に
出
場
し
て

い
た
の
だ
か
ら
―
―
。

10
年
前
の
高
校
生
の
セ
リ
フ
が
流
行
語
！？ 

10
年
前
の
第
87
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
の
準
々
決
勝
・
鹿
児
島
城
西
vs.
滝
川
第
二
の

一
戦
。
こ
の
試
合
、
滝
川
第
二
は
鹿
児
島
城
西
の

エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
・
大
迫
勇
也
に
４
試
合
連

続
と
な
る
１
試
合
２
ゴ
ー
ル
を
浴
び
、
２

－

６
で

大
敗
し
た
。

試
合
後
の
滝
川
第
二
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
、
当

時
キ
ャ
プ
テ
ン
で
Ｃ
Ｂ
だ
っ
た
中
西
隆
裕
が
泣
き

な
が
ら
「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
！
」
と
叫
ん
だ
こ

と
が
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
、
一
気
に
話
題
に
な
っ
た
。

結
局
こ
の
大
会
で
大
迫
勇
也
は
、
１
大
会
の
個

人
最
多
得
点
記
録
と
な
る
10
ゴ
ー
ル
を
マ
ー
ク
し
、

チ
ー
ム
は
準
優
勝
に
輝
い
た
。

大
会
開
催
当
時
も
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
か
な
り
話

題
に
上
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
今
頃
に
な
っ
て
大

流
行
し
た
の
は
、
今
年
の
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
グ
初
戦
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
で
、
大
迫
勇
也

が
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
決
勝
ヘ
ッ
ド
を
叩
き
込

ん
だ
か
ら
だ
。

あ
の
セ
リ
フ
の
全
文
は
？

10
年
前
以
上
の
こ
の
セ
リ
フ
が
、
再
び
日
本
列

島
を
駆
け
巡
り
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
以
外
の
多
く
の

人
が
認
識
す
る
流
行
語
と
な
り
、
今
年
の
流
行
語
大

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
大
賞
は
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
の
「
そ

だ
ね
ー
」
に
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
が
、ト
ッ

プ
10
入
り
を
果
た
し
、「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
検
索
大
賞

２
０
１
８
」
と
い
う
賞
で
は
流
行
語
部
門
賞
を
受

賞
し
た
。

「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
！
」
は
あ
く
ま
で
頭
の

部
分
で
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
た
ロ
ン
グ
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
文
字
を
起
こ
す
と
、以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
大
迫
、
半
端
な
い
っ
て
、
も
ぉ
ー
。
ア
イ
ツ
半

端
な
い
っ
て
！ 

後
ろ
向
き
の
ボ
ー
ル
め
っ
ち
ゃ
ト

ラ
ッ
プ
す
る
も
ん
！ 

そ
ん
な
ん
で
き
ひ
ん
や
ん
、

普
通
！

そ
ん
な
ん
で
き
る
？ 

言
っ
と
い
て
や
、
で
き
る

ん
や
っ
た
ら
。

（
点
と
っ
た
ら
）
喜
べ
よ
！ 

応
援
団
の
と
こ
ろ

行
け
よ
！ 
何
で
コ
ー
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
行
く
ね
ん
？ 

コ
ー
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
行
く
な
よ
、み
ん
な（
鹿
児
島
）

城
西
！

新
聞
や
、全
部
新
聞
や
。（
点
を
）
獲
ら
れ
た
し
、

も
う
。
ま
た
（
大
迫
が
）
一
面
や
し
。

ま
た
ま
た
ま
た
ま
た
２
発
や
し
。
１
発
に
し
と

け
ば
よ
か
っ
た
！ 

１
発
に
！
」

結
局
、
こ
の
映
像
は
ネ
ッ
ト
に
上
が
る
こ
と
で
、

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
多
く
の
人
に
観
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

も
う
ひ
と
り
の「
中
西
」の
人
生
。

話
を
規
真
に
戻
そ
う
。

同
じ
「
中
西
」
と
し
て
試
合
に
出
場
し
て
い
た

規
真
は
、
発
言
者
で
あ
る
「
中
西
」
隆
裕
が
卒
業

し
た
後
、
新
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
隆
裕

か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
を
引
き
継
い
で
い
た
。

そ
し
て
高
校
卒
業
後
は
日
本
体
育
大
に
進
学
し
、

２
０
１
４
年
に
Ｊ
３
を
戦
う
Ｙ
．
Ｓ
．
Ｃ
．
Ｃ
．

横
浜
に
加
入
。
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

横
浜
市
内
の
山
手
に
あ
る
閑
静
な
住
宅
街
。
急

な
坂
を
上
っ
た
先
に
、
彼
が
い
つ
も
練
習
し
て
い

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、そ
の
脇
の
テ
ラ
ス
で
「
大

迫
勇
也
に
ま
つ
わ
る
取
材
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
改

め
て
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
あ
の
時（
鹿
児
島
城
西
戦
後
）の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
は
『
タ
キ
ニ
（
滝
川
第
二
）
ら
し
い
』
と
い
う

か
…
…
あ
の
時
の
３
年
生
は
隆
裕
さ
ん
を
筆
頭
に
、

み
ん
な
凄
く
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
が
多
い
代
だ
っ

た
の
で
。
負
け
て
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
よ
り
、
い
つ

も
『
笑
っ
て
帰
ろ
う
ぜ
！
』
と
い
う
雰
囲
気
で
し

た
ね
。

あ
の
時
、
僕
は
２
年
生
だ
っ
た
の
で
、『
先
輩
、

面
白
い
こ
と
言
っ
て
い
る
な
〜
』
と
思
っ
て
泣
き

な
が
ら
も
笑
っ
て
ま
し
た
ね
」

「
隆
裕
さ
ん
は
狙
っ
た
訳
で
は
な
く
て
」

「
で
も
、
ま
さ
か
あ
の
言
葉
が
こ
こ
ま
で
の
社
会

現
象
を
生
む
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
隆
裕
さ

ん
は
狙
っ
た
訳
で
は
な
く
て
、
あ
れ
、
素
の
姿
で

す
か
ら
（
笑
）。

当
時
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
や
た
ら
と
編
集
を

さ
れ
て
流
れ
て
い
た
の
で
、
僕
は
そ
れ
を
面
白
半

分
で
観
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を

引
き
継
い
だ
ら
、
ま
ず
同
じ
『
中
西
』
と
い
う
の

も
あ
っ
て
、
隆
裕
さ
ん
と
比
べ
ら
れ
て
。
僕
ら
の

代
は
か
な
り
ま
と
め
る
の
が
大
変
な
代
だ
っ
た
の

で
、
凄
く
辛
か
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

卒
業
し
て
日
体
大
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
今

度
は
大
学
で
『
滝
川
第
二
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
中
西
っ

て
…
…
お
前
、
も
し
か
し
て
？
』
っ
て
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
（
笑
）。『
お
前
、
あ
の

大
迫
半
端
な
い
っ
て
奴
や
ん
け
〜
』
っ
て
す
ぐ
に

先
輩
に
言
わ
れ
て
、よ
く
『
真
似
し
ろ
、真
似
し
ろ
』

と
い
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

他
に
は
『
あ
れ
お
兄
ち
ゃ
ん
な
の
？
』
っ
て

め
っ
ち
ゃ
聞
か
れ
て
、『
い
や
い
や
全
然
違
い
ま
す

よ
！
』
っ
て
否
定
ば
か
り
し
て
ま
し
た
よ
！
（
笑
）。

別
人
と
分
か
っ
て
い
て
の
『
い
じ
り
説
』
と
『
本

人
間
違
え
説
』
と
『
兄
弟
説
』
の
ト
リ
プ
ル
パ
ン

チ
で
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）」

友
達
を
作
る〝
ツ
ー
ル
〞に
！？ 

大
学
進
学
を
契
機
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
関
西
か

ら
、
初
め
て
関
東
で
の
生
活
へ
。
い
き
な
り
先
輩

や
周
り
に
い
じ
ら
れ
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う

…
…
と
思
っ
て
い
た
が
、
当
の
本
人
は
逆
に
そ
れ

を
活
用
し
た
の
だ
と
言
う
。

「
最
初
は
友
達
が
１
人
も
居
な
く
て
寂
し
か
っ
た

の
で
す
が
、『
中
西
い
じ
り
』
が
僕
に
と
っ
て
は
初

対
面
の
人
と
の
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の『
ネ

タ
』
に
な
り
ま
し
た
の
で
。

今
だ
っ
て
、
そ
う
な
ん
で
す
か
ら
（
笑
）。
そ

れ
を
活
か
し
て
仲
良
く
な
っ
た
人
が
沢
山
い
ま
す
。

僕
は
関
西
弁
で
ツ
ッ
コ
ミ
も
で
き
る
の
で
、
こ
の

ネ
タ
で
凄
く
場
が
明
る
く
な
る
ん
で
す
よ
」

た
だ
の
思
い
出
話
で
は
な
く
、重
要
な
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
と
し
て
の
「
大
迫
半
端

な
い
っ
て
！
」
と
い
う
言
葉
。

そ
れ
が
良
い
人
間
関
係
に
活
用
で
き
て
い
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
規
真
自
身
の
人
間
性
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
明
る
く
、
時
に
話
す
相
手
を
気
遣

い
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
会
話
を
す
る
。

取
材
を
し
て
い
て
も
好
印
象
を
抱
か
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

あ
の
名
言
に
ま
つ
わ
る
秘
話
が
あ
っ
た
！

話
を
「
あ
の
シ
ー
ン
」
に
向
け
る
と
、
規
真
は

懐
か
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
こ
う
「
秘
話
」

を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
大
会
前
は
正
直
に
言
う
と
、
大
迫
勇
也
の
存
在

を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
僕
ら
は
全
国

で
１
つ
１
つ
勝
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
レ
ベ

ル
の
チ
ー
ム
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
。
目
の
前
の

１
試
合
１
試
合
を
し
っ
か
り
勝
っ
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
し
た
か
ら
。

１
回
戦
は
シ
ー
ド
で
、
２
回
戦
に
勝
っ
た
ら
、

一
気
に
準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

た
感
じ
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
大
迫
選
手
が
初
戦
か
ら

（
１
試
合
に
）
２
発
、
２
発
っ
て
点
を
獲
り
だ
し
て

…
…
。
３
回
戦
が
終
わ
っ
た
翌
日
の
新
聞
に
『
大

迫
勇
也
、
ま
た
ま
た
ま
た
２
発
』
と
い
う
見
出
し

が
躍
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
新
聞
を
試
合
前
に
僕
ら
が
見
て
、
先
輩
が

『
お
い
お
い
！

　こ
ん
な
ん
書
か
れ
て
る
で
！ 

こ

れ
で
俺
ら
が
大
迫
に
２
点
獲
ら
れ
た
ら
、〝
ま
た
ま

た
ま
た
ま
た
２
発
〞
に
な
る
や
ん
け
！！！
（
笑
）』
っ

て
言
い
あ
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

そ
う
し
た
ら
、
本
当
に
綺
麗
に
２
発
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
隆
裕
さ
ん

が
、『
新
聞
や
、
こ
れ
ま
た
新
聞
や
。
ま
た
ま
た
ま

た
ま
た
２
発
や
し
、
１
発
に
し
と
け
ば
良
か
っ
た
、

１
発
に
！
』
と
言
っ
て
…
…
前
日
の
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
で
み
ん
な
が
大
爆
笑
し
た
わ
け
な

ん
で
す
よ
〜
（
笑
）。

隆
裕
さ
ん
の
名
言
は
そ
の
伏
線
が
あ
っ
た
か
ら
。

正
直
、
あ
そ
こ
に
い
た
み
ん
な
は
『
明
日
の
新
聞

の
見
出
し
は
そ
う
な
る
（『
ま
た
ま
た
ま
た
ま
た
２

発
』）
な
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
（
笑
）」

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
プ
レ
ー
を
。

豪
快
に
笑
っ
て
昔
を
懐
か
し
む
規
真
だ
が
、サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
の
大
迫
勇
也
の
「
半
端
な
さ
」

は
当
時
か
ら
強
烈
に
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「
も
う
衝
撃
的
で
し
た
。
僕
も
笑
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
正
直
、
ま
さ
か
２
発
も
や
ら
れ
る
と
は
思
っ

“ ユ ー ス 教 授 ”の サ ッ カ ー ジ ャ ー ナ ル

「大迫半端ないって！」に新証言。
もうひとりの「中西」に直撃取材！

安藤隆人＝文・写真
text & photograph by Takahito Ando
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